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【研究の背景】 

  工業製品等に使用されるレアメタルは，資源

が有限であるにもかかわらず，この 20～30 年

間で急激な需要増加を見せております。めっき

には貴金属やコバルト等のレアメタルが使用

されていますが，めっき後の水洗水等は，金属

成分を沈降分離しスラッジとして埋め立て処

分されております。このような未利用資源から

レアメタルを回収し，資源循環の一助となる技

術開発を進めております。 

 

【研究の目的】 

 従来，ほとんどのレアメタルがスラッジして埋め立て処分され，未回収であっためっき廃液

からレアメタルを分離・濃縮できる均一液液抽出法の確立を目指します。 

 

【研究の内容】 

 均一液液抽出法は，従来の溶媒抽出法と比べ，少量の有機溶媒，簡便な作業にてレアメタル

を抽出することが可能であります（図 2）。さらに，高速・高倍率に，そして微小容量へレアメ

タルを濃縮することが可能であります。この方法を活用するにあたり，錯形成試薬の選定，pH

等の分離条件検討が必要となります。平成 23 年度はパラジウムおよびコバルトめっきの廃液

等を想定して，分離・濃縮の対象となるレアメタルと錯形成試薬がどのように錯形成されるか

検討しました。抽出の前提条件となる錯形成実験結果をふまえまして，どのような試薬の組み

合わせにより均一液液抽出を用いてレアメタルが分離・濃縮可能か確認しました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【成果の用途・実用化】 

・均一液液抽出法を活用することで，高濃度レアメタル精製物をめっき事業所毎に処理・製造

できる小型分散型システムを目指します。 
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図 2 均一液液抽出法 


